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� � � � � �
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�	����

��（「芦屋市健康増進・食育推進計画」に包括、推進）
�������	
����������
��（「障害児施策の充実」は「芦屋市障害者（児）福祉計
��画第５次中期計画」「芦屋市第２期障害福祉計画」
��に包括、推進）
�������	
��
�
�������	
�����������

た
子
育
て
支
援
施
策
を
、財
政
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
前
期
計
画
を
効
果
的
に
見
直
し
、改

め
て
後
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、平
成
二
十
二
年
度
か
ら

二
十
六
年
度
に
、本
市
が
取
り
組
む
べ
き

対
策
と
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
標
や
実
施
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本
市
で
は
、「
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
」に

基
づ
き
、平
成
十
七
年
三

月
に「
芦
屋
市
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
行
動
計

画（
前
期
）」を
策
定
し
、平

成
十
七
年
度
か
ら
二
十
一

年
度
ま
で
の
五
年
を
計
画

期
間
と
し
て
子
育
て
支
援

施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
が
、社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
、時
代
に
即
し
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■
全
庁
的
な
取
り
組
み
の

　

充
実
と
、地
域
と
の
情

　

報
共
有
等
に
よ
り
、推

　

進
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

■
行
政
と
市
民
や
地
域
と

　

の
連
携
に
よ
り
、協
働

　

し
て
計
画
推
進
を
図
り

　

ま
す
。

■
国
・
県
・
近
隣
市
と
、連

　

携
を
深
め
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
拠
点

　
「（
仮
称
）子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー
」の
事
業
推

　

進
を
図
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
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�

■
市
民
を
主
体
と
し
た
評

　

価
組
織
か
ら
の
意
見
を

　

聞
い
て
、今
後
の
施
策

　

運
営
に
役
立
て
て
い
き

　

ま
す
。

■
計
画
の
実
施
状
況
を
、

　

広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し

　

ま
す
。

�
�
�
�
�

時
期
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、今
後
は

こ
れ
に
基
づ
き
、

「
次
世
代
育
成
支

援
対
策
」に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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���　市内在住のかたを中心とする３人以上のグループ　���　男女
共同参画推進を目的とする講座（１企画30,000円以内の経費補助）　���

��　４月23日～５月14日（第２～４土・日・祝日除く）ま
でに、申請書とグループ概要（所定様式）を男女共同参画
センターへ持参。※申請書類は男女共同参画センターの
ホームページからダウンロードできます　���　６月
５日（土）午前10時から企画者によるプレゼンテーション
を行い、優秀企画３点以内を選考。選考した企画は、８月
から翌年２月の間に実施
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���������	

��	��
����������

�������	�
���	������

�������	
���������	
����

�������	
����������������������

�������������	
������������
���　４月24日～11月28日（８月30日～９月３日休館）　������妻譲渡事件”で
世間を驚かせた２人の文豪の恋文を展示　�����300円
���������������	
������������	
����
���　４月27日（火）午後２時～３時30分　���　河内鏡太郎当館館長　��
�　20人　����　1,000円（ドリンク付き）　�����　下記へ
��������������

��������	
�������
���　４月28日（水）午後２時～３時30分　���　元読売新聞大阪本社校閲部
長・篠原嘉彦氏　����　1,000円（ドリンク付き）　�����　下記へ

�������	
��������
���　４月29日（木・祝）午前10時30分～正午　���　アンドレ・ジイド作「狭
き門」　����　1,000円（ドリンク付き）　�����　下記へ
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子
育
て
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に

向
け
、
労
働
者
や
市
民
・
事
業
所
へ
の
意

識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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誰
も
が
安
全
・
安
心
に
、そ
し
て
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
す
べ

て
の
人
々
が
共
に
支
え
あ
う
社
会
作
り
を

推
進
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

子
ど
も
自
ら
が
危
険
回
避
で
き
る
力
を

養
う
た
め
の
防
犯
・
防
災
教
育
や
、
警
察
・

行
政
・
保
育
所
・
学
校
園
・
地
域
等
の
連

携
や
協
力
に
よ

る
防
犯
、
交
通

事
故
対
策
等
に

今
後
も
引
き
続

き
取
り
組
み
、

危
機
管
理
を
強

化
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

指
し
、
親
と
し
て
資
質
や
教
育
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
学
習
機
会
の
確
保
や
情
報

提
供
に
努
め
ま
す
。

�
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�
�
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地
域
の
中
で
安
心
し
て
子
ど
も
同
士
が

交
流
を
行
う
場
と
し
て
、
自
主
を
重
ん
じ
、

自
由
に
活
動
や
学
習
、
遊
び
が
で
き
る
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。
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「
児
童
の
最
善
の
利
益
」
を
尊
重
し
た
子

ど
も
の
人
権
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深

め
る
た
め
の
意
識
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。
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待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
子
ど
も
の
良
好
な
保
育
環
境
の
確
保
を

図
り
ま
す
。

　

前
期
計
画
の
中
間
検
証
で
明
確
に
な
っ

た
本
市
の
課
題
に
対
し
、
国
が
示
す
新
た

な
方
向
性
を
考
慮
し
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
・
地
域
協
議
会
か
ら
の
意
見
・

事
業
所
管
課
調
査
の
結
果
か
ら
、
後
期
計

画
で
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む

べ
き
施
策
を
抽
出
し
ま
し
た
。
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経
済
的
な
支
援
を
は
じ
め
、

自
立
に
向
け
た
制
度
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

子
育
て
に
か
か
る
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
す
る
施
策
の
推
進

を
図
り
ま
す
。
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家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
目
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「
芦
屋
市
地
域
福

祉
計
画
」策
定
に
つ

い
て
、市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
お
聞
き

す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
市
民
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
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���
�

　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
高
校
生
以
上

の
か
た
、六
人
以
内

�
�
�
　

平
成
二
十
二
年
六

月
一
日
〜
二
十
四
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

�
�
�
�
�
　

　

原
則
と
し
て
、平

日
の
昼
間
に
一
回
・

二
時
間
程
度（
合
計

三
回
程
度
）市
民

会
議
を
開
催
予
定
。

　

ま
た
、市
民
委

員
の
中
か
ら
二
人

の
か
た
に
は
、計

画
策
定
委
員
と
し
て「
策
定
会
議
」に
も
出

席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
、住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
生
年
月
日
・
性
別
を
記
入
し
、「
地

域
福
祉
〜
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
〜
」を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文（
八

百
字
程
度
・
様
式
自
由
）を
添
え
、五
月
十

四
日（
金
）∧
必
着
∨
ま
で
に
、
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
地
域
福
祉
課
へ
。

※
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�

　

選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
決
定
し
ま
す
。
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　子ども手当は、中学校修了前（平成７年４月２日以
降生まれ）の児童（対象児童）を養育しているかたに、
所得に関係なく支給されます。※公務員（独立行政法
人等除く）のかたは、勤務先へお問い合わせください。
����　対象児童１人につき月額13,000円
����　①６月（４・５月分）
　　　　　②10月（６～９月分）
　　　　　③２月（10月～１月分）
　各支給月の15日（金融機関の休業日にあたるとき
は、前営業日）に、指定の口座へ振り込みます。
※第１回目の６月支給分は、６月下旬に支払いの予定
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※該当世帯の世帯主へ、４月中旬に送付予定。
※４月末までに書類が届かないときは、
　こども課・子ども手当担当（�38-2117）へ。
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芦
屋
に
住
ん
で
七
十
八
年
に
な
り
ま
す

が
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ほ
か
、い
や
な

思
い
出
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
芦
屋
で
生
ま
れ
、
芦
屋
に
育
ち
ま

し
た
。
こ
こ
は
、
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

　

昭
和
六
年
八
月
、
私
は
吉
原
治
良
の
長

男
と
し
て
、今
の
公
光
町（
当
時
は
樋
口
新

田
）で
生
ま
れ
、今
は
松
ノ
内
緑
地
に
な
っ

て
い
る
、
仏
教
会
館
系
の
宗
信
幼
稚
園
か

ら
、
精
道
尋
常
小
学
校
に
進
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、
父
は
犬
や
猫
の
ほ
か
、

温
室
で
百
二
十
種
類
程
の
熱
帯
魚
を
飼
い
、

庭
に
は
台
湾
猿
も
飼
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の 
檻 
の
前
で
、
幼
い
私
が
母
に
抱
か

お
り

れ
て
い
る
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
を
撮
っ
た
の
も
父
で
、
当
時
か
ら

父
は
ラ
イ
カ
や
十
六
ミ
リ
の
活
動
写
真
の

カ
メ
ラ
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
し

た
。
ラ
イ
カ
を

持
っ
て
、
家
族
で

苦
楽
園
辺
り
や

今
の
六
麓
荘
の
方
へ
も
へ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に

出
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
十
五
年
、
精
道
村
が
一
躍
芦
屋
市

に
な
っ
た
と
い
う
の
で
、
大
人
も
子
ど
も

も
み
ん
な
提
灯
行
列
を
し
て
お
祝
い
し
ま

し
た
。
国
道
２
号
に
は
、
花
電
車
も
通
る

と
い
う
の
で
、
私
も
見
に
行
き
ま
し
た
。

子
ど
も
心
に
、
何
か
急
に
モ
ダ
ン
に
な
っ

た
よ
う
な
気
も
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
そ
の
こ
ろ
の
芦
屋
で
は
、
夕

方
に
な
る
と
わ
が
家
の
庭
に
も
ギ
ン
ヤ
ン

マ
な
ど
が
た
く
さ
ん
飛
来
し
、
自
然
も
あ

り
、
ガ
キ
大
将
の
子
ど
も
達
は
、
ヤ
ン
マ

を
両
手
の
指
に
は
さ
め
る
だ
け
は
さ
ん
で

自
慢
し
あ
っ
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
。

　

ヤ
ン
マ
は
、
お
そ
ら
く
川
西
町
に
白
池

と
い
う
大
き
な
池
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
飛

ん
で
き
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

後
年
、
私
が
チ
ョ
ウ
に
興
味
を
持
っ
た

の
も
、
父
の
影
響
だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、
庭
な
ど
に
ナ
ミ
ア
ゲ

ハ
や
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
な
ど
が
や
っ
て
き
た
の

を
、
父
が
捕
虫
網
で
採
り
標
本
に
し
て
い

ま
し
た
。
私
は
父
に「
昆
虫
採
集
セ
ッ
ト
」

を
買
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
中
に
あ
っ
た
三

角
紙
の
た
た
み
方
や
標
本
の
作
り
方
な
ど

を
教
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
父
は
「
自
分
で

納
得
の
い
く
絵
が
描
け
た
と
き
の
感
動
と
、

珍
し
い
チ
ョ
ウ
を
捕
ま
え
た
と
き
の
感
動

は
同
じ
だ
」
と
私
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
私
は
だ
ん
だ
ん
昆
虫
採
集

に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
で
す
。

　

父
は
昭
和
四
十
七
年
に
六
十
七
歳
で
他

界
し
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
五
年
こ
ろ
、

私
も
仕
事
以
外
の
趣
味
を
持
ち
た
い
と
思

い
、「
迷
蝶
」の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
迷
蝶
」と
い
う
の
は
、い
な
い
は
ず
の

場
所
に
台
風
な
ど
で
運
ば
れ
て
迷
い
込
ん

で
く
る
チ
ョ
ウ
の
こ
と
で
す
。

　

川
西
町
の
自
宅
の
庭
で
は
、
遠
く
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
き
た
と
思
わ
れ
る
熱
帯
系
の

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ム
ラ
サ
キ
を
捕
ま
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
大
阪
北
の
地
下
街

で
、
奄
美
大
島
以
南
に
い
る
ウ
ス
イ
ロ
コ

ノ
マ
チ
ョ
ウ
も
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
チ
ョ
ウ
や
そ
の
他
の
も
、

標
本
に
し
て
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
テ
レ
ビ
で
見
た
の
で
す
が
、
シ
ー

ボ
ル
ト
が
一
八
二
四
年
に
長
崎
で
採
取
し

た
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
の
標
本
が
、
オ
ラ
ン

ダ
の
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
と
か
。

　

二
百
年
近
く
も
昔
の
チ
ョ
ウ
を
、
今
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
、
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
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昭
和
六
年
、精
道
村
樋
口
新
田（
現
公
光

町
）に
生
ま
れ
る
。昭
和
十
六
年
に
精
道
国

民
小
学
校
卒
業
後
、灘
中
学
・
灘
高
校
、昭
和

二
十
九
年
に
関
西
学
院
大
学
卒
。同
年
、吉

原
製
油
㈱
へ
入
社
。父
の
他
界
後
は
同
社
役

員
を
務
め
、昭
和
五
十
一
年
同
社
を
退
社
。

　

現
在
は
、父
・
吉
原
治
良
氏
の
作
品
を
守

り
、後
世
へ
と
伝
え
て
い
る
。川
西
町
在
住
。
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�����　
　阪神間都市計画(芦屋国際文化住宅
　都市建設計画)地区計画の決定　
　月若町地区地区計画（芦屋市決定）
　原案
�����

　４月16日～30日
　（平日の執務時間内）
�������	
�

　都市計画課

※この案について、住民および土地
　に関する利害関係人は、縦覧期間
　中、芦屋市長あてに意見書を提出
　することができます。
※意見書は、個人情報以外の内容に
　ついて、都市計画審議会の資料と
　して公表されます。
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　1930年、「新しき美の創作　新しき美の発見」を掲げて芦屋で生
まれ、今年創立80周年となる写真グループ「芦屋カメラクラブ」の、
斬新な写真表現の数々を紹介。当館所蔵の作品を中心とした約80
点、ガラス乾板や作品掲載雑誌等の関連資料約30点等で構成した
本展は、表現の大胆さや新鮮さとともに、芦屋という土地が持つモ
ダニズムの豊かな土壌を実感していただく機会となるでしょう。

�������	
�
���　４月23日（金）午後１時30分～３時　���　美術博物館・講義室　���　
歌・加藤純子、ピアノ・沖倫子、Ｉ LOVE ASHIYA　����　500円（観覧料含む）※歌
集のないかたは、別に歌集代1,000円（野ばら社「愛唱名歌」）要

��������������	��
����
�������	
���

　市内在住のハイチ系アメリカ人、ヒューズ・ロジャー・マシュー
による作品展。マシューは、地域の自然や文化を取り入れた独自の
絵画手法で活躍。浮世絵をモチーフにハイチの文化を取り入れた
意欲的な作品も手がけています。

�������	
��������
�����
���　５月２日（日）・６月６日（日）午後２時～３時30分　���　体験学習室
���　先着各15人　����　300円（観覧料含む）　�����　ファクス
に、住所・氏名・年齢・電話（ファクス）番号・参加人数・参加希望日を明記し下記へ。
※各日分とも、定員になり次第に締め切ります。
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